
平成21年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日) 

平成21年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

修正の理由 

(1) 連結
 

 当第２四半期連結累計期間においては、米国のサブプライムローンに端を発した金融市場の混迷が、株価や不動産などの値下がりを

招き、いわゆる逆資産効果を通じて消費マインドにネガティブな影響を及ぼし始めました。そのため、企業活動においても、今後の売上高

の減少を見越して企業の設備投資行動が抑制的になり、一部では雇用調整も行われるなど、総じて、マクロ総需要の落ち込みによる実体
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年8月5日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,700 △720 △780 △450 △18.75

今回発表予想(B) 2,433 △2,855 △2,938 △3,201 △133.41

増減額(B-A) △3,267 △2,135 △2,158 △2,751 ―――

増減率(%) △57.3 ― ― ― ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期） 11,363 559 408 275 11.49

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 17,320 470 350 450 18.75

今回発表予想(B) 11,100 △2,670 △2,820 △2,960 △123.34

増減額(B-A) △6,220 △3,140 △3,170 △3,410 ―――

増減率(%) △35.9 ― ― ― ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期） 19,770 525 469 57 2.41

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,620 △720 △780 △440 △18.33

今回発表予想(B) 2,244 △2,979 △3,059 △3,275 △136.49

増減額(B-A) △3,376 △2,259 △2,279 △2,835 ―――

増減率(%) △60.1 ― ― ― ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期） 11,278 449 325 217 9.07

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 17,120 440 320 440 18.33

今回発表予想(B) 10,644 △2,879 △3,029 △3,115 △130.01

増減額(B-A) △6,476 △3,319 △3,349 △3,555 ―――

増減率(%) △37.8 ― ― ― ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

19,498 305 319 △28 △1.18



経済への悪影響の加速が懸念されるようになりました。 

 当社の半導体製造装置事業を取り巻く環境としては、初夏頃までは半導体メーカーの稼働率も高水準で推移し投資再開に向けた動きも

みられましたが、上述の景況の悪化に伴う消費の先行き不透明感や半導体製造の歩留まりの向上に伴う供給過剰感が蔓延するにつれ、

DRAM及びフラッシュメモリーの価格が再び下落を始めました。そのため、半導体メーカーは設備投資の発注に慎重になり、また装置の納

入も後倒しにされるなどの動きがみられ、この夏にフラッシュメモリー工場の稼動を予定していた当社の大口顧客先においても装置の導

入約30億円程度を第3四半期以降（うち、10億円程度は来期）に先延ばしするなど第2四半期連結累計期間における当社の売上高は従来

発表予想を大きく下回ることとなりました。売上高が損益分岐点を大きく下回ったことから、営業利益の大幅な修正が必要になり、経常利

益、また四半期純利益についても修正しております。なお、四半期純利益については、当期中の利益確保が困難になったことから繰延税

金資産の取り崩しを行ったこと、上期に予定していた適格退職年金制度から確定拠出年金及び確定給付年金への制度移行に絡む特別

利益132百万円の計上が会計上の問題で第3四半期連結会計期間での計上予定となったことも影響しております。 

下期も半導体メーカー全体としては、設備投資の発注あるいは投資の着工を先送りするなど依然として慎重な姿勢を崩しておりません。

当社においても、第2四半期の影響に加えて、台湾地域において、この9月に20数億円程度の設備の発注を予定していた客先による計画

の延期や、また、第3四半期において同じく20数億円程度を当社に発注予定であった台湾の顧客の動向が一時停止するなど、一部で不

安定な動きとなっております。当社では、売上高予想について、その様な不安定要因があるものに関しては保守的に判断するものとし修

正を行うことといたしました。 

なお、これまで設備投資の着工を抑えていた当社の有力顧客先である韓国のメーカーが、半導体の配線の微細化に向けた設備投資の

再開にいよいよ活発な動きを見せるなど一部では前向きに動き始めており、この９月以降は当社の受注高が積みあがってきております。

したがって、当社としては、全般的な事業環境は厳しく当社の業績についても当初予想からの修正は避けられませんが、上半期に比して

受注・売上高ともに改善に向かうものと考えており、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益についてそれぞれ11,100百万円、△2,670

百万円、△2,820百万円、△2,960百万円への修正とさせていただきます。 

 

(2) 個別 

 連結での修正理由と同じ理由によります。 

 
 
 

（注）業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は今後の様々な

要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 
 

  
以 上


